
広報やまが　2005.11.1 26

■編集発行
〒８６１ー０５９２
熊本県山鹿市役所
総務部秘書課
広聴広報係
10968‐43‐1112
50968‐44‐0373
（毎月１日・15日発行）

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係）

ホームページアドレス
http://www.city.yamaga.kumamoto.jp

エコマーク認定の再生紙を使用しています

■人口と世帯

人口　　59,726（－４）
男　　28,213（＋４）
女　　31,513（－８）
世帯数　20,766（＋19）
９月末現在（前月末比）
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鹿本町「水辺プラザかもと」に保存されている鹿本
鉄道の菊池川鉄橋は、何の変哲もないどこにでもあり
そうなただの鉄橋に見えるが、それが由緒ある大変な
代物なのである。
九州で最初に開業した九州鉄道会社の筑後川鉄橋は
1890（明治23）年に架橋された。九州鉄道が国有化さ
れたあと、機関車が大型化され列車が高速化されてい
くにともない、1914（大正３）年にこの鉄橋は架け替
えられた。不要になった鉄橋が鹿本鉄道の菊池川架橋

に利用されたもので、1920（大正９）年に再架橋され
完成した。筑後川鉄橋はドイツのドルトムントウニオ
ン社製のポニープラットトラスと呼ばれる鉄橋で、47
ｍタイプのトラス４連と32ｍタイプのトラス３連から
なる壮大な鉄橋だったが、このうち32ｍタイプの４連
が菊池川鉄橋として、ほぼそのままの形で復元利用さ
れた。
鹿本鉄道は、1917（大正６）年に国鉄植木駅～肥後
豊田間が開業し、線路をのばして1923（大正12）年に
植木～山鹿間が全通した。昭和27年山鹿温泉鉄道に改
称。同鉄道は1960（昭和35）年に運転を休止し、1965
（昭和40）年に廃止された。これにともない、菊池川鉄
橋は1982（昭和57）年に解体撤去された。この内の１
連が10分の３に短縮され、一時期同鉄道宮原駅跡地に
保存されていたが、2002（平成14）年に水辺プラザに
再移転、記念物として展示保存され、遊歩道としても
活用されている。

九州最古の鉄道トラス橋
山鹿温泉鉄道（鹿本鉄道）菊池川鉄橋

今回の紹介者

西村　亮一さん
鹿本町

（山鹿市文化財保護委員）

連載第３回

▲水辺プラザかもとに移設・保存されている鉄橋

▲分田付近の菊池川に架かっていた鉄橋の全景（本山幸嘉氏撮影）

▲不動岩を背景に藤井～分田間を走る鹿本鉄道。廃止直前
の昭和35年撮影

No.17

2005（平成17年）

11/１実りの季節　収穫の秋実りの季節　収穫の秋

10月下旬。市内各所で稲刈りを体験する行事が行われました。
菊鹿では、先月のかかしづくりに引き続きいよいよ収穫の時を迎えました。（q、w）
山鹿では、「平山温泉秋の里山収穫体験」の一環で稲刈りとかけ干しに挑戦。（e、r）
鹿央では、赤米の収穫祭。古代と同じように手作りの石包丁で穂の部分を刈り取ってい
きました。（t、y）
鹿本では、水辺プラザかもとの「田んぼの学校」で稲刈りとかけ干しに挑戦。（u、i）
毎日食べているお米がどうやって作られるのか、身をもって体験した参加者のみなさん。
その日のご飯は格別においしかったことでしょう。

おもな内容

＊山鹿のよかとこ満喫
三つのお祭り
＊17年度上半期財政状況
＊市議会９月定例会
＊まちの話題
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やまが産業祭

※なお、いずれの祭りでも当日のイベント名称や内容が変更される場合があります

27日
フルート演奏
スマイルハート（風船パフォーマンス）
陸上自衛隊第８音楽隊演奏
よさこいソーラン踊り（よさこいレデ
ィース・九州看護福祉大学「飛羽隊」）
矢住千春・演歌ショー
ザ・ブルドッグライブ
山鹿小学校合唱部による合唱
ウィッシュ（イリュージョンショー）

26日
郷土芸能大会
大正琴演奏
バナナの叩き売り
三味線演奏
ベアードーター・ブラス演奏
がんばおよね村肥後にわか
保育園（若葉幼稚園・岩野保育園）

総合体育館裏広場
鹿本地方農畜産フェスティバル
肥後古代の森体験フェア
動物ふれあいコーナー
バーベキューコーナー
木工製作教室

総合体育館第２アリーナ
新山鹿市内観光名所展示
紙工芸展（山鹿灯籠、来民うちわ、
山鹿傘）
農産物品評会

総合体育館エントランスホール
山鹿市工芸協議会展示会
紙灯り展（祟城大学）
ハッピーチャンスくじ（100円）
お茶振る舞い（城北高校茶道部）

総合体育館前広場
山鹿人力車試乗会
ミニＳＬ乗車体験
農業機械展示・操作体験

総合体育館南側駐車場
発動機展
九州電力クレーン車試乗

その他、農畜産物・農産加工品・林産
物などの展示販売、商工業品・伝統工
芸品の展示販売など、とにかく盛りだ
くさん！

やまが産業祭

今月は、お祭りがいっぱい！
やまがの“よかとこ”を

見て・食べて・体験してください！

11月26日G・27日A 10：00～　総合体育館周辺

山鹿のよかとこ満喫
三つのお祭り

第１アリーナ・ステージイベント

第26回かほくまつり

鹿央ふるさと祭り
11月20日A ９：30～　鹿央総合支所周辺

ステージ
もち投げ
農作物品評会表彰
千田小太鼓
かおう保育園遊戯
魔法戦隊マジレンジャーショー
ちんどん隊（アダチ宣伝社）
小学校６年生南中ソーラン
米野岳中学校合唱等
ＲＫＫラジオ「お祭りラジオどんひゃら～」
公開録音
米野神楽
「テツ＆トモ」ショー
お楽しみ抽選会

鹿央グラウンド
熱気球搭乗体験（午前中のみ・有料）
※天候により中止になる場合があります
自衛隊装備品展示

両　日　開　催

催し一覧

19日
オープニング吹奏楽演奏（鹿北中）
鹿北茶山唄踊り（岳間保育園と茶山唄
保存会との競演）
ふくもちまき
広見太鼓（広見小）
ソーラン節・花笠音頭（岩野小）
第３回つな引き選手権
一輪車演技（岳間小）
幸の国子ども太鼓（岩野保育園）
芋生神楽・乙女の舞（広見保育園）
ニジマスのつかみ取り
運が良ければ１万円

20日
鹿本郡市ジュニア空手道選手権（鹿北中）
かほくまつり健康マラソン大会
魔法戦隊マジレンジャーショー
北勢会の神輿・ふくもちまき
最優秀賞受賞農産物のセリ市
英太郎のものまねショー
灯籠踊り・おてもやんソーラン節
（城北高校ダンス部）
丸太トライアスロン大会
ちゃちゃ丸パフォーマンスショー
これができれば１万円

主な催し

▲お祭りはもち投げからスタート！

かほくまつり・鹿央ふるさと祭り

11月19日G・20日A 10：00～
鹿北グラウンド一円
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17年度上半期財政状況

平成17年度上半期（平成17年４月１日～９月30日まで）
の予算執行状況、財産、市債（長期借入金）、一時借入
金の状況や現在実施中の主な事業の進行状況を紹介し
ます。
【注】進行段階０→未着手　 １→着手したばかり

２→30％進行　 3→50％進行
４→80％進行　 5→100％進行

…財政課　1４３－１１１９

会　計　名
一　般　会　計
用地先行取得事業
農業集落排水事業
簡易水道事業
介護保険事業
水道事業
病院事業
下水道事業

3月末借入残高
309億9,723万円
８億 760万円
79億9,560万円
９億3,397万円

2,318万円
13億 760万円
16億 576万円
68億9,359万円
505億6,453万円

845,773円（/59,785人）

上半期借入
26億8,780万円

０円
６億4,680万円

０円
０円
０円
０円
０円

33億3,460万円
－

上半期元金償還
15億1,827万円

０円
１億7,157万円

1,534万円
０円

3,557万円
１億 572万円
２億2,486万円
20億7,133万円
－

9月末借入残高
321億6,676万円
８億 760万円
84億7,083万円
９億1,863万円

2,318万円
12億7,203万円
15億　４万円
66億6,873万円
518億2,780万円

867,759円（/59,726人）

k

市
債
（
長
期
借
入
金
）
の

借
入
・
償
還
状
況
　
　

k基金
（積立金）
の状況

k一般会計

一般会計における財政調整や建設改
良、運用のためなどの積立金の合計

市民一人あたり

３月末現在高

82億9,916万円
138,817円（/59,785人）

上半期増減

８億円
－

９月末現在高

90億9,916万円
152,348円（/59,726人）

企業
会計

合　計
市民一人あたり

k土地および建物の上半期の取得状況
u土地　　取得面積　　 977.00g 鹿校通公園用地

売却面積　　1,682.81g ４件売却
u建物　　建築面積　　6,258.00g バイオマスセンター

k 一時借入金の借入状況（短期借入金）

▲立地協定を結び各社の操業準備が進む東部工業団
地（企業誘致対策事業）

u国際・地域間交流事業　（進行段階…４）
u地域づくり事業　　　　（進行段階…３）

u農業担い手支援事業　（進行段階…２）

姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ク
ー
マ

市
と
の
交
流
（
国
際
・
地
域
間
交
流
事

業
）

k特別会計（国民健康保険、老人保健、用地先行取得、農業集落排水、介護保険、山鹿市・植木町介護認定
審査、簡易水道各事業、六郷・城北・稲田・稲田六郷各財産区）

k企業会計（水道・病院・下水道事業）

まほろば創生
～今、はばたく。光あふれ、人輝く未来へ～

会　計　名
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
下水道事業会計

一時借入額
1 , 5 0 0万円

２億500万円
８億5 , 0 0 0万円

市民一人あたり（9月末人口：59,726人）
251円

3 , 4 3 2円
14 , 2 3 2円

▲

ス
イ
カ
の
収
穫
体
験
（
野
菜
・

果
樹
・
花
き
振
興
事
業
）

財財財財 政政政政 状状状状 況況況況
平平平平成成成成11117777年年年年度度度度 上上上上半半半半期期期期

特別
会計

▲▲

赤
米
の
収
穫
祭
（
地
域
づ
く
り
事
業
）

k人、はぐくむ　～いきいきと、きらめいて～

u生活交通調査事業　（進行段階…２）
u住宅建設事業　　　　（進行段階…１）

uバイオマス建設事業　　（進行段階…４）
u地域防災計画策定事業　（進行段階…２）

k暮らし・みのる　～24時間安心～

u野菜・果樹・花き振興事業　（進行段階…３）
u特産振興事業　　　　　　　（進行段階…３）

u食の安全・安心確立対策事業　（進行段階…２）
u企業誘致対策事業　　　　　　（進行段階…３）

k産業・ひらく　～もっと活力、もっと潤い～

問合せ

予算の執行状況（単位：百万円）

▲

鹿
本
町
高
橋
に
完
成
し
た
バ
イ
オ

マ
ス
セ
ン
タ
ー

▲

市
営
一
里
木
団
地（

住
宅
建
設
事
業
）

17年度上半期財政状況
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９月定例市議会

◆◇　議　案　◇◆
■議案第106号　専決処分の承認を求めることについて

（平成17年度山鹿市一般会計補正予算（第
２号）） …承認

■議案第107号　専決処分の承認を求めることについて
（平成17年度山鹿市病院事業会計補正予算
（第１号）） …承認

■議案第108号　専決処分の承認を求めることについて
（熊本県市町村総合事務組合を組織する地
方公共団体の数の減少、共同処理する事
務の変更及び規約の一部変更について）

…承認
■議案第109号　専決処分の承認を求めることについて

（平成17年度山鹿市一般会計補正予算（第
３号）） …承認

■議案第110号　山鹿市特別職報酬等審議会条例の一部を
改正する条例　　　 …可決

■議案第111号　山鹿市特別職の職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例　　　　　　　　 …可決

■議案第112号　山鹿市行政手続等における情報通信の技
術の利用に関する条例　　　　 …可決

■議案第113号　山鹿市公の施設の指定管理者の指定の手
続等に関する条例　　　　　　 …可決

■議案第114号　平成17年山鹿市一般会計補正予算（第４
号） …可決

■議案第115号　平成17年度山鹿市介護保険事業特別会計
補正予算（第１号） …可決

■議案第116号　平成17年度山鹿市病院事業会計補正予算
（第２号） …可決

■議案第117号　字の区域変更について　　　　 …可決
■議案第118号　山鹿市過疎地域自立促進計画　 …可決
■議案第119号　熊本県市町村総合事務組合規約の一部変

更について　　　　　　　　 …可決
■議案第120号　熊本県市町村総合事務組合を組織する地　

方公共団体の数の減少及び規約の一部変
更について　　　　　　　　　 …可決

■議案第121号　熊本県市町村総合事務組合を組織する地
方公共団体の数の減少、共同処理する事
務の変更及び規約の一部変更について　　

…可決
◆◇　認　定　◇◆

■認定第47号　平成16年度山鹿市一般会計歳入歳出決算
の認定について　　　　　　　　…認定

■認定第48号　平成16年度山鹿市国民健康保険事業特別
会計歳入歳出決算の認定について…認定

■認定第49号　平成16年度山鹿市老人保健事業特別会計　
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第50号　平成16年度山鹿市農業集落排水事業特別
会計歳入歳出決算の認定について…認定

■認定第51号　平成16年度山鹿市介護保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第52号　平成16年度山鹿市・植木町介護認定審査
事業特別会計歳入歳出決算の認定につい
て　　　　　　　　　　　　　　…認定

■認定第53号　平成16年度山鹿市簡易水道事業特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第54号　平成16年度六郷財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について　　　　　　…認定

■認定第55号　平成16年度城北財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について　　　　　　…認定

■認定第56号　平成16年度稲田財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について　　　　　　…認定

■認定第57号　平成16年度稲田六郷財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について　　　　…認定

■認定第58号　平成16年度山鹿市水道事業会計決算の認
定について　　　　　　　　　　…認定

■認定第59号　平成16年度山鹿市病院事業会計決算の認
定について　　　　　　　　　　…認定

■認定第60号　平成16年度山鹿市下水道事業会計決算の
認定について　　　　　　　　　…認定
◆◇　報　告　◇◆

■報告第４号　専決処分の報告について　　　　…受理
■報告第５号　財団法人山鹿市地域振興公社の経営状況

の報告について　　　　　　　　…受理
■報告第６号　幸の国木材工業株式会社の経営状況の報

告について　　　　　　　　　　…受理
■報告第７号　株式会社小栗郷の経営状況の報告につい

て　　　　　　　　　　　　　　…受理
■報告第８号　株式会社あんずの丘の経営状況の報告に

ついて　　　　　　　　　　　　…受理
■報告第９号　株式会社鹿本町振興公社の経営状況の報

告について　　　　　　　　　　…受理
◆◇　請願・陳情・意見書　◇◆

■請願第２号　山鹿市教育の日条例制定に関する請願書　　
…継続審査

■請願第３号　屋内公認プールの建設に関する請願書　
…継続審査

■陳情第１号　麦、大豆における共済掛金に対する一部
補助の陳情書　　　　　　　…継続審査

■陳情第２号　乳幼児医療費窓口無料化制度に関する陳
情書　　　　　　　　　　　　　…採択

■意見書案第４号　道路整備の促進及び道路特定財源の
確保に関する意見書　　　　…可決

■意見書案第５号　自治体病院の医師確保対策を求める
意見書　　　　　　　　　　…可決

■政治倫理条例策定に関する特別委員会　　　　…可決

＊なお、この議案書全文は、市役所ホール「情報プラザ」
に置いてあります。自由にご覧いただけます。

市市市市 議議議議 会会会会 ９９９９ 月月月月 定定定定 例例例例 会会会会
平成17年（第５回）市議会９月定例会は、９月５日に開会し、９月22日までの18日間の日程で開かれました。

今議会では、条例や決算など議案16件（条例４件、予算６件、その他６件）、認定14件、報告６件、請願２件、

陳情２件、意見書２件を審議。その結果は次のとおりです。

…議会事務局　1４３‐１６３４　および本庁総務課法令文書係　1４３‐１１１７問合せ

ちゃく2プロジェクト・国勢調査

５年で見える道づくり

「ちゃく2プロジェクト2005」
～ムダなく、スピーディに、わかりやすい道づくりのために～

国土交通省九州地方整備局熊本河川国道事務所では、利用者にわ
かりやすい道路利用を目指し、供用目標と効果を明示した５年で
見える道づく「ちゃく2プロジェクト2005」を進めています。
【ちゃく2プロジェクトとは】
・効果の高い事業を選択し、集中的・重点的に取
り組みます。
・５年以内に供用可能な事業を選び、その供用目
標と効果を明示します。
・毎年、執行目標の公表と進捗状況の確認を徹底
します。

【例えば山鹿市では…】
・国道３号山鹿バスの駅周辺地区整備事業
バス停を集約し、乗り換えの利便性を向上しま
す。今年度中に完成します。
・国道３号自歩道設置（小坂）
幅の広い歩道を整備して、歩行者の安全を確保
します。18年度中に全線の整備が完了します。

▲国道３号沿い三岳小前から小坂橋手前までの歩道を整備しています…国土交通省九州整備局熊本河川国道事務所
1096‐382‐1111

問合せ

今回の国勢調査では、調査票の配布・回
収などにおきまして実施本部の指導不足に
よりご迷惑をおかけしましたが、市民のみ
なさんのご協力により調査票の回収を完了
することができました。大変ありがとうご
ざいました。
ご記入いただいた調査票は、厳重な管理
のもと、集計作業が行われていきます。年
内には速報結果として日本の人口が明らか
になり、さらに集計が進んでいくと、例え
ば、世帯構成や住宅の状況は社会福祉や環
境整備のための計画に、就業状況は雇用対
策などの経済政策に、通勤・通学など人の
移動は交通計画や防災計画などにそれぞれ
活かされます。

集計結果はこれからの日本のために

国勢調査へのご協力国勢調査へのご協力
ありがとうございましたありがとうございました

…国勢調査山鹿市実施本部　143‐1333問合せ
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このまちの

あんなこと

こんなこと満載！

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

鹿本地方における畜産の振興を目的に、畜産共進会が開
催されました。
この日は、肉用種牛部門の審査会があり、植木町の吉岡
勝義さんの「ゆりこ」（肉用種牛褐毛和種）がみごとグラン
ドチャンピオンに輝きました。吉岡さんは「まさかグラン
ドチャンピョンになるとは思いませんでした」と感想を述
べていました。10月30日には鹿本地域の代表として県の大
会に出品されます。
日程と場所を変えて「乳用種部門」「飼料作物部門」「堆

きゅう肥部門」「肉豚部門」「肉牛部門」も開催されました。

昨年、城北小学校の児童が交通事故で亡くなった悲しい
出来事が二度とおこらないように、学校と地域をあげて交
通安全に対する意識を深めようと交通安全宣言式がありま
した。
式には、全校児童と地区の交通安全モニター、ＰＴＡ、
交通指導隊員などが参加。児童会の代表４人から「自転車
に乗るときは必ずヘルメットをかぶります」「安全たすき
をかけるよう心がけます」など、交通安全宣言が発表され
ました。また、各学年から１人ずつ交通安全のため日頃か
ら心がけていることや取り組みなどについての作文発表も
ありました。
最後に、児童たちは交通指導隊員からクイズ形式で交通
安全のルールを学んだり、危険予測の仕方を学び安全への
誓いを新たにしていました。

防ごう交通事故　守ろう交通ルール

…交通安全宣言式　９月20日　城北小学校（菊鹿）

菊鹿町観光協会主催によるマス・やまめの釣り大会とつ
かみ取りが行われました。
釣り大会が午前10時から1時間30分の競技時間で、渓流
釣りファン107組が、釣り上げた魚の数を競いあいました。
また、釣り大会終了後、小学生以下でつかみ取りがあり、
自然の渓流を区切った会場では、悪戦苦闘しながら全身ず
ぶ濡れで楽しむ姿がありました。

独特な進化を遂げた「大衆演劇」について、様々な角度
から歴史をひもときながら多くの人に次世代にむけて引き
継がれていくようにと開催されました。
300人を超す多くの来場者のもと、現在も第一線で活躍
し、九州の大衆演劇を束ねている玄海竜二さんをパネリス
トに迎え、「大衆演劇とは」「大衆演劇の今後は」などあま
り知られていない大衆演劇の内面を聞き、熱気あふれる八
千代座となりました。
途中、日頃は絶対に見ることができない役者の化粧の披
露があり、その手際のよさや作られていく顔の変化には驚
きがありました。

▲初めて見た人、愛好者など多くの人出で賑わいました

秋の味覚といえば栗。その栗を自分の手で収穫し、栗ま
んじゅうを作って気分も胃袋も秋を満喫しようという企画
が開催されました。
道の駅かほく「小栗郷」裏にある山の斜面に栗の木があ
り、参加者21人は斜面と栗のトゲに気をつけながら次々と
栗を拾い集めていました。
参加者からは「梨園のようなところかと思っていたら結
構斜面が急ですね。考えが甘かった！」「いい足の運動に
なった。お昼がおいしかばい！」との感想が聞かれました。
その後、場所を公民館に移して栗まんじゅう作り。おい
しい３種類のまんじゅうと団子が完成しました。最後は約
1.5Ｋgの栗をお土産に、大満足のようでした。

ゆでて、すりつぶして…。お
いしい栗まんじゅうのできあ
がり

素朴な工芸品が勢揃い

…あんずの丘工芸展　９月18日～20日　あんずの丘（菊鹿）

大衆演劇ってどんなもの？

…大衆演劇フォーラム　9月23日　八千代座

トゲトゲ痛い…　でも楽しい！

…栗拾いと栗まんじゅう作り　9月25日　木遊館（鹿北）

矢谷の自然にふれた一日

…矢谷渓谷まつり　9月23日　矢谷渓谷（菊鹿）

肉用種牛の審査　 …鹿本地方畜産共進会

9月14日　畜産農業協同組合城北支所家畜検査場

▲危険予測について教わる児童たち

▲色・艶・筋肉の付き方など検査項目は多数に！

地元菊鹿町を中心に、市内、県内から陶芸、かずら編み、
竹細工、飾りひょうたんなどの工芸品が集まり、展示・販売
される工芸展がありました。
集まった工芸品は、陶器、かずら編み、竹細工、飾りひょ
うたん、ハーブ染め、ステンドグラスなど様々な分野から出
品されました。あんずの丘にある「押し花館」「ハーブ館」
「伝承工芸館」「へちま館」などの各施設には様々な作品が並
び、また、製作実演も行われるなど来場者は熱心に鑑賞して
いました。また、期間中は栗のつかみ取りもあり、挑戦した
人は菊鹿の秋の味覚を両手いっぱいに獲得していました。

▲化粧の手際の良さはさすがです！

▲一番最初に釣ったよ！でも小さい魚だったから逃がしたんだ！

ト
ゲ
に
気
を
付
け
て
い
っ
ぱ

い
と
り
ま
し
た

▲

▲
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秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

山鹿市の魅力をＰＲする観光物産キャンペーンが北九州
市内のショッピングセンターでありました。山鹿灯籠踊り
の披露や山鹿灯籠の制作実演、特産品の販売、木工・押し
花・うちわなどの手作り体験や観光パネル展示が行われ、
多くの買い物客で賑わいました。
なかでも旬の野菜や栗、みかん、米で作った八十八パン
は人気があり、開店２時間で完売しました。
また、北九州市と山口県の旅行代理店を訪問したり、地
元のラジオに出演するなど山鹿の魅力をアピールしていま
した。

市内の事業所などから38チームが出場し、競技は３人１
チームで実際に放水をする「水出し操法」で競われました。
あいにく雨天だったものの、出場者は力を合わせ時間と正
確さに細心の注意を払いながら競技に挑んでいました。成
績は次のとおりでした。
【男子の部】優勝：
山鹿市グリーンパル
ス　２位：リョーユ
ーパンパンダーズ
３位：リバテープ製
薬ルーキーズ　
【女子の部】優勝：
ラ・モード　２位：
向陽台病院　３位：
山鹿市立病院Ａ

排水処理施設で環境にやさしく便利に
…庄・石渕地区処理施設工事着工式

９月27日　鹿本町石渕

生ごみやふん尿からバイオガスや堆肥まで！

「環（わ）の地域づくり」宣言式
9月30日　山鹿市バイオマスセンター（鹿本）

練習の成果を火点にぶつけて
…屋内消火栓操法競技大会　

10月５日　カルチャースポーツセンター

あやすぎの良さを知ってください！
…あやすぎのルーツ見学バスツアー

10月２日　幸の国木材工業（鹿北町）発着

さまざまな分野で日頃研究を重ねてきた鹿本農業高等学
校の生徒さんが、次の競技と種目で全国大会に出場するこ
とになり、市長を表敬訪問しました。
全国大会に出場が決まったのは次の競技と種目です。
・第56回日本学校農業クラブ全国大会（岐阜県）
プロジェクト発表区分「環境」の部
農業鑑定競技生活科学の部
フラワーアレンジメントコンテスト競技

・ごはんCUP2005決勝大会（東京都）バイオ研究会
▲この木は何歳かな？年輪を数えていきます

▲優勝した山鹿市グリーンパルスチーム

▲あっというまに売り切れ
た商品もありました

▲全国大会に出場する鹿本農高生のみなさん

▲スイッチオンで起動開始

これまで廃棄物として扱われてきた生ごみやふん尿な
どのバイオマス資源を有機肥料として再利用することで、
安全でおいしい農作物の産地づくりを進めようと建設が
進んでいた山鹿市バイオマスセンターが完成し、施設起
動式がありました。
式では、中嶋市長が「資源の循環を築き、環境に負荷
をあたえない『環の地域づくり』を進めます」と宣言。
事業経過報告のあと、鹿本農業高等学校生と稲田小学校
６年生による環境に関する学習・研究発表がありました。

杉の女王と呼ばれる「あやすぎ」を使った住まいを提案
し、木と紙の自然素材にこだわった家づくりを実現しよう
と、林家・建築士・工務店・幸の国木材工業などで構成さ
れる「あやすぎ家造りネットワーク」。この会が主催して
山の見学ツアーがありました。
ツアーには家族連れなど約30人が参加。鹿北町岩野にあ
るあやすぎの山林を見学しました。現地ではスタッフから
あやすぎの特徴や建築材になるまでの課程について説明が
あり、参加者は、「何年くらいで建材に使えるようになり
ますか？」と質問したり、「山を管理するのは大変でしょ
うね」と感想を述べていました。

▲

一
塗
り
一
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り
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鹿本町庄・石渕地区で農業集落排水処理施設の工事着
工式典が行われました。
本事業は、地区内から集まった汚水などを処理する施
設で、同地区700名208世帯を計画対象としています。
当日は、同地区の農業集落排水事業建設委員会委員長
森育夫さんをはじめ、50名の関係者が集まり、これから
の工事の無事を祈りました。
施設は、来年3月には完成する予定です。

城北地区塗装業協同組合青年部のみなさんが、ボランテ
ィアで一本松公園にある施設の塗装作業をしました。
同青年部では年に２回ほど、各市町の公共施設をボラン
ティアで塗装しています。メンバーの中には阿蘇から駆け
つけた方もいました。早朝から丁寧に作業をしていただき
ありがとうございました。

丁寧な作業　ありがとうございました

…塗装ボランティア　９月30日　一本松公園（鹿本）

目指せ全国制覇！

…鹿本農業高等学校２つの全国大会へ

正しい人権思想の啓発に努め、もし人権が侵害された
場合には、その相談相手になり救済のため活動する人権
擁護委員。菊鹿地区で平成11年から２期６年にわたり人
権擁護委員をつとめてこられた児玉俊子さん（菊鹿町矢
谷）が９月30日の任期満了をもって退任されることにな
りました。長きにわたる人権啓発・擁護活動への取り組
み、おつかれさまでした。

２期６年間、お疲れさまでした

…人権擁護委員・児玉俊子さん退任

熊
本
法
務
局
山
鹿
支
局
長
か
ら
感

謝
状
を
受
け
取
る
児
玉
さ
ん

▲
▲

うちわの絵付け体験も人
気でした

湯のまち山鹿の味・技・祭り体験

…観光物産キャンペーン
9月27日・28日　福岡県北九州市

工
事
の
安
全
を
祈
願
す
る
関

係
者

▲
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広域消防本部

催しスケジュール
鹿本図書館
・おはなし会
日時u11月５日G・12日G・19日G

午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u11月１日C・８日C・15日C

午前11時から
u11月18日F 午前10時から

山鹿中央公民館図書室
・おはなし会
日時u11月30日D 午後２時30分から

今月の休館日
鹿本図書館
u11月３日E・７日B・14日B・
21日B～30日D（特別整理期間）
山鹿中央公民館図書室
u11月28日B

鹿北公民館図書室
u毎週土曜・日曜
菊鹿町公民館図書室
u年末年始のみ
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜

新着図書ピックアップ

《今月は鹿央公民館図書室から》

ででででたたたたででででたたたた月月月月がががが～～～～ままままぁぁぁぁるるるるいいいい、、、、ままままぁぁぁぁるるるるいいいい

月夜のおはなし会

おはなし会のはじまり、はじまり
残念ながら「まん丸満月！」とまではいきませんでした
が、月明かりの下多くの親子が参加し、にぎやかなおはな
し会になりました。
午後７時、だんだん日も暮れてきたところでスタート。
お月様がでてくる絵本の紹介からはじまり、童謡「つき」
をみんなで歌いました。なかにはこの歌を初めて聴いた子
もいたようです。
いよいよ本の読み聞かせにはいると、ざわついていた雰
囲気も静まり、子どもたちはお話しに聞き入っていきまし
た。読み手の人の問いかけに応える子、静かに聞き入る子、
お母さんに駆け寄って膝の上で聞く子とさまざまでした。

読み聞かせだけじゃない！
途中、手遊びとして「十五夜さんもちつき」、紙芝居「ブ

ランコみのむし」、パネルシアター「お月様ってどんな味？？」
など月にちなんだプログラムもありました。「特別な時間」

今回は、９月15日に山鹿市中央公民館図書室で開催した
『月夜のおはなし会』を紹介します。

という感じがして、
あっという間の１時
間でした。童心に返
ったように大人でも
楽しめました。
参加した西田佳代
さん・綾乃さん・清
乃さん親子は「とてもよかったです。野外でお話しを聞く
ことなどほとんどないので子どもたちは喜んでいました。
もちろん私も楽しかったです。また参加してみたいです」
との感想でした。
自宅での読み聞かせ以外に、図書館で、あるいは公園な
どいつもと違う雰囲気の中での読み聞かせもいいのではな
いでしょうか。

みなさんをお待ちしています
山鹿市中央公民館図書室では、毎月第４水曜日の午後２
時半から「おはなし会」を開催しています。子どもの年齢
にあった本を選びお話ししています。他にもコップを使っ
ておひな様を作ったり、じゅず玉と古布でお手玉を作って
遊んだりとリサイクル工作もやっているそうです。みなさ
んも一度のぞいてみてはいかがですか！

in山鹿市中央公民館図書室

くりかえしを基調にしたユーモアあふれる展開で、絵本を読むことの楽
しさが伝わります。ねずみくんと動物の仲間たちとのやりとりを通じて、
やさしさや思いやりの心にふれることができます。

歯がぬけた　　　　 中川ひろた／作　大島妙子／絵　ＰＨＰ研究所

歯が抜けた喜びや、歯にまつわるおもしろい話などを盛り込んだユニー
クな絵本。歯が生え替わる年齢の子どもにピッタリの一冊。リズミカル
な文章とデフォルメされた絵で歯の大切さも学べます。

ねずみくんの絵本　　なかえよしを／作　上野紀子／絵　ポプラ社

2001年9月11日アメリカと世界を変えたその日、グランド・ゼロに居合わ
せた著者の人生も大きく変わってしまった。一人の日本人女性がテロの
ＰＴＳＤを乗り越え、世界のために立ち上がった人々と出会うまでの２
年間の記録

グランド・ゼロがくれた希望　　　　　 是未果／著　ポプラ社

小動物の家庭を舞台に、大家族を生き生きと描く自然を愛する作者は、
四季折々の野の草花を描き尽くしている。絵本の形で幼い子どもたちに
親しませたい一冊です。

14ひきのあきまつり　　　　　　 いわむらかずお／著　童心社

新
手
の
「
振
り
込
み
詐
欺
」
に

ご
用
心
!!

【
相
談
内
容
】

通
帳
の
記
帳
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
身
に
覚
え
の
な

い
お
金
が
３
万
円
振
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

後
日
、
○
○
ロ
ー
ン
会
社
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
利

息
の
支
払
請
求
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
困
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
・
・
・
。

【
対
応
方
法
】

悪
徳
業
者
が
何
ら
か
の
方
法
で
知
り
得
た
個
人
の

口
座
へ
勝
手
に
数
万
円
を
振
り
込
み
数
か
月
後
に
高

額
の
利
息
を
請
求
し
て
く
る
新
た
な
詐
欺
で
す
。

こ
の
ケ
ー
ス
は
、
一
方
的
に
振
り
込
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
契
約
は
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
し
、

相
手
の
口
座
等
が
わ
か
り
次
第
、
元
金
の
み
を
返
金

す
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
恐
喝
め
い
た
電
話
が

か
か
っ
て
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
に

商
工
振
興
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
対
策
と
し
て
・
・
・
】

・
定
期
的
に
通
帳
の
記
帳
を
行
い
、
通
帳
内
の
お

金
の
動
き
に
注
意
す
る
こ
と
！

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
Ｃ
Ｄ
機
を
利
用
し
た
後
の
「
取
引
明

細
」
は
そ
の
場
で
破
棄
せ
ず
持
ち
帰
り
、
口
座

番
号
等
は
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
破

棄
す
る
こ
と
！

・
利
息
請
求
の
電
話
や
手
紙
な
ど
が
来
て
も
慌
て

て
振
り
込
み
を
行
わ
な
い
こ
と
！

・
悪
質
な
消
費
者
金
融
等
を
利
用
し
た
場
合
、
個

人
情
報
が
漏
洩
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
注
意
す

る
こ
と
！

…
商
工
振
興
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

住
宅
火
災
に
よ
る
死
亡
者
の
増
加
に
よ
り
、
平
成

16
年
６
月
に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
住
宅
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
充
実
強
化
を
図
る
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
設
置
義
務
】

・
新
し
く
建
て
る
住
宅
　
　

平
成
18
年
６
月
１
日

・
現
在
建
っ
て
い
る
住
宅

平
成
23
年
６
月
１
日

Ｑ
な
ぜ
住
宅
に
『
火
災
警
報
器
』
が
必
要
？

Ａ
・
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
急
増

・
死
者
の
約
半
数
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

・
就
寝
中
の
火
災
発
生
の
増
加
（
逃
げ
遅
れ
）

Ｑ
『
火
災
警
報
器
』
は
ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

Ａ
・
就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
に
設
置

・
就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
が
あ
る
階
の
階
段
の
踊

り
場
の
天
井
ま
た
は
、
壁
に
設
置
し
ま
す
。

山
鹿
消
防
署

1
43
‐
１
１
９
１

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署

1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　

1
46
‐
２
３
８
２

煙　　式
（煙で見つけるタイプ）

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の

義
務
付
け

（
我
が
家
の
安
全
は
、
我
が
家
で
守
る
）
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子育て支援センターとつどいの広場は、主とし
て就学前の親子が自由に遊び、交流できる場です。
開設時間内ならいつでも利用できます。
近くの広場に遊びに来てみませんか？

それぞれの広場では、相談も受け付けています。

月曜～金曜　午前９時～午後５時

電話でも気軽にどうぞ。
秘密は守ります。

山鹿子育て支援センター

鹿北子育て支援センター

菊鹿子育て支援センター

鹿本子育て支援センター

鹿央子育て支援センター

つどいの

広場

ぽかぽか

おさか童夢

43‐1270

32‐3194

48‐3111

46‐2635

36‐2150

43‐0050

43‐1155

広　場　名 電話番号

やさしい陽の光、緑の香りに包
まれた「おさか童夢」は、元保育
園の施設を利用していますので、
よちよち歩きの子や元気いっぱい
の子も安全に安心して遊べます。
時間内であれば好きなときに来て
好きなときに帰ることができ、お
昼にはお弁当を食べることもでき
ます。園庭をのびのびと走り回っ
たり、砂場遊びもできますよ。室
内は雨の日でも十分に遊べる広さがあり、いろいろなおもちゃも
用意しています。
また、月に２回程度親子で楽しめる企画を提供しています。地
域のいろいろな方の力を借りながら、田植え、稲刈り、クッキン
グ、ママのレストラン、そうめん流し、チャランゴ演奏会、カレ
ーパーティ、芋ほりなどを楽しみました。おさか発のおいしいに

おいに誘われて多くの親子が集
まりますよ。
子育て中のみなさん、ふらっ
と来るにはちょっと遠いですが、
どうぞ遊びに来てください。こ
こで一緒にやさしい時間をすご
しましょう。

ここで一緒に
やさしい時間をすごしませんか？

つどいの広場　おさか童夢　143‐1155

IIII nnnn ffff oooo rrrrmmmmaaaa tttt iiii oooo nnnn

ごごごご利利利利用用用用案案案案内内内内

今月の主役

子育ては、大変だけど大事なこと。

あなたの子育て応援してます！

山鹿少年少女合唱団や霊泉幼稚園のハンドベルサークルのみなさ
んに来ていただきます。一緒に歌ったり、踊ったりしながら楽し
い時間を過ごしましょう。もしかして、サンタさんが来るかも…

日時u12月３日G 午前10時～正午
場所u山鹿健康福祉センター

※参加ご希望の方は、11月24日eまでに各子育て支援センター・
つどいの広場にお申し込みください。

＜子育て支援センター・つどいの広場・
ファミリーサポートセンターの合同クリスマス会＞

子子子子育育育育てててて講講講講座座座座

子どもと表現あそび子どもと表現あそび

乳幼児とお父さんお母さんが“あそびあう”活
動です。楽しいワークショップが、いつのまに
か“おはなし”の世界をあそび、たくさんのこ
とを実感していきます。
日時u11月７日B 午前10時～正午
対象u３歳までの子どもと親
募集人員u親子30組（要予約）

（最初から親子で遊びます）
場所u鹿本生涯学習・健康センターひだまり
申込先u各子育て支援センターまで

▲親子でワクワクそうめん流し！

▲みんなで作ってカレーパーティ！

講師：須貝京子氏・清水洋幸氏
（アフタフ・バーバン専任スタッフ）

本
園
は
、
鹿
本
地
区
の
北
部
に
位
置
し
、

園
の
名
前
の
通
り
秋
に
な
る
と
稲
穂
が
色
づ

き
黄
金
色
の
波
が
広
が
る
静
か
で
自
然
豊
か

な
稲
田
地
区
に
あ
り
ま
す
。

園
庭
に
は
、
年
間
を
通
し
て
色
と
り
ど
り

の
花
が
咲
き
、
畑
に
は
そ
の
時
期
に
し
か
味

わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
季
節
の
野
菜
が
実
り

ま
す
。

保
育
目
標
で
あ
る
「
心
豊
か
な
子
ど
も
・

責
任
感
あ
る
子
ど
も
・
思
い
や
り
あ
る
子
ど

も
」
の
育
成
を
目
指
し
日
々
活
動
し
て
い
ま

す
。『

食
べ
る
こ
と
が
す
べ
て
の
始
ま
り
』

種
を
蒔
き
、
苗
を
植
え
、
水
か
け
草
取
り

を
し
な
が
ら
大
切
に
育
て
た
野
菜
を
収
穫
し

「
そ
の
ま
ま
の
姿
で
本
当
の
味
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
調
理
も
工
夫
し
感
謝
し
な
が
ら
食
べ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
の
中

に
い
ろ
い
ろ
な
発
見
、
感
動
も
あ
り
探
求
心

や
友
だ
ち
と
の
つ
な
が
り
も
深
ま
り
つ
つ
あ

る
子
ど
も
た
ち
で
す
。

『
地
域
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
』

地
域
交
流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し

て
、
地
域
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
事
柄
を
知

っ
た
り
、
地
域
の
人
々
と
の
関
わ
り
か
ら
人

の
温
か
さ
を
感
じ
、
優
し

さ
も
育
つ
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
共

に
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き

生
き
と
過
ご
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動

や
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気

で
す
こ
や
か
に
育
つ
園
で

あ
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い

ま
す
。

本
園
は
、
山
鹿
市
内
よ
り
３
号
線
を
北
へ

４
キ
ロ
。
彦
岳
・
震
岳
・
西
岳
の
山
懐
に
囲

ま
れ
、
あ
い
だ
を
岩
野
川
が
緩
や
か
に
流
れ

る
自
然
豊
か
な
三
岳
に
あ
り
ま
す
。

平
成
15
年
度
に
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
夏
は
涼
し
く
、
冬
は
暖
か
い
環
境

づ
く
り
を
心
が
け
、
部
屋
に
は
季
節
の
花
を

飾
り
、
自
然
の
風
が
い
つ
も
通
る
よ
う
な
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。

未
満
児
の
部
屋
に
は
、
広
い
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
が
あ
り
、
い
つ
で
も
心
地
よ
く
遊
べ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
各
部
屋
に
は
、
遊
び
の

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
年
齢
に
応
じ
た
遊
具
や

木
の
お
も
ち
ゃ
や
積
木
を
用
意
し
、
ゆ
っ
く

り
と
流
れ
る
子
ど
も
の
時
間
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
、
Ｅ
Ｃ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
、
体
操
教
室
に
取
り
組
み
、
子
ど

も
た
ち
の
持
っ
て
い
る
限
り
な
い
可
能
性
が

引
き
出
せ
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
み
、

命
の
尊
さ
や
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
約

束
事
が
あ
る
こ
と
、
自
分
の
思
い
を
相
手
に

伝
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

笑
顔
が
あ
っ
て
、
優
し
い
心
安
ら
ぐ
園
で
あ

り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

▲
は
ー
い
！
み
ん
な

で
チ
ー
ズ
！

三岳保育園 山鹿市寺島・私立　143‐3874

稲光園

大切にしています「子ども時間」

▲運動会。楽しかったね！

地域の中で元気に育つ子どもたち

満
開
の
秋
桜
に
囲
ま
れ
た
広
い
園
庭
は
、

今
日
も
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。

「
あ
か
る
く
・
や
さ
し
く
・
た
く
ま
し
く
」

の
び
の
び
と
育
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
で
、

遊
び
か
ら
、
自
然
か
ら
学
ぶ
保
育
を
す
る
中
、

地
域
・
小
学
校
と
の
交
流
を
大
切
に
、
一
年

生
を
招
い
て
の
ひ
ろ
み
っ
こ
の
会
（
夕
涼
み

会
）、
年
長
児
参
加
の
小
学
校
の
発
表
会
、
地

域
の
方
に
も
声
か
け
し
て
の
と
り
い
れ
ま
つ

り
、
ク
ッ
キ
ン
グ
（
菜
園
活
動
・
食
育
）

等
々
、
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
保
育
を
し
て
い
ま

す
。
昨
年
か
ら
は
保
・
小
一
緒
に
家
庭
と
連

携
し
「
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
」
に
チ
ェ
レ
ン
ジ

し
て
い
ま
す
。

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
と
ホ
ー
ル
か
ら
聞
こ
え
て

く
る
鈴
の
音
、
地
域
の
伝
統
芸
能
に
取
り
組

む
年
長
児
の
練
習
で
す
。
難
し
い
リ
ズ
ム
も

自
分
の
も
の
と
し
、
心
ひ
と
つ
に
取
り
組
ん

で
い
る
神
楽
は
か
ほ
く
ま
つ
り
や
鹿
北
茶
山

唄
全
国
大
会
、
文
化
祭
等
で
披
露
の
予
定
で

す
が
、
い
つ
も
堂
々
と
し
た
舞
に
感
心
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
拍
手
に
満
足
の
子
ど
も
た
ち

の
目
が
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
る
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
！
」
の
元
気
な
声

で
は
じ
ま
る
日
々
の
園

生
活
、
腕
の
中
で
ほ
ほ

え
ん
で
く
れ
る
笑
顔
は

ま
さ
に
エ
ン
ゼ
ル
ス
マ

イ
ル
。
ま
わ
り
の
大
人

た
ち
の
心
を
和
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

子
ど
も
同
士
、
子
ど

も
と
保
育
者
、
そ
し
て

家
庭
、
地
域
と
の
調
和

を
大
切
に
い
つ
も
輝
い

た
子
ど
も
た
ち
に
会
え

る
保
育
園
で
あ
り
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広見保育園
鹿北町芋生・公立　132‐2231

一人ひとりを大切に！

鹿本町高橋・公立　146‐2562

ジ
ャ
ー
ン
き
ま
っ
た
！

▲
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小学校・中学校の話題をお届け！

学学 問問訪訪校校

今月はバドミントン！

私たちは、初めてからともに１か月くらいです。実はこの種目以外
にもハンドボールにも参加していて、そちらのほうがメインという感
じなんです。とにかく体が動かしたいし、やったことがない種目にチ
ャレンジしてみたいと思って始めてみました。
実際やってみると、ハンドボールと同じくらい運動量がハードな種
目だなと感じます。「なんでもやってみないとわからないなぁ」と思い
ましたね。それに、以外と空振りしてしまうことも…。ラケットのフ
レームに当たったり（笑）。
年の差に関係なく、いろんな人とプレイできることがバドミントン
の魅力だと思います。これからもできる限り長く続けていきたいと思
います。興味がある方、練習をのぞきに来てみませんか？

左から

森本 麻踊
ま よ

さん（久原）

前田 卓真
た く ま

さん（小原）

試
合
！
と
い
う
シ
ビ
ア
さ
よ
り
も
、
楽

し
く
や
る
！
が
モ
ッ
ト
ー
で
す

▲

※クラブ員の声を通して各クラブの魅力を紹介します

米野岳小学校（鹿央）

～やさしく・かしこく・つよく～

鹿央地区の中心部、山あいをはしる県道沿いの落ち着
いたたたずまい。木材をふんだんに使った校舎で学ぶ85
名の児童と教職員が16名。地元の方たちは、子どもたち
のことを誇りを持って「米野っ子」と呼びます。
そんな「米野っ子」の日々の活動の様子をご紹介しま
す。
◎厳しい残暑が残るなか、山鹿市立となって初めての米
野っ子パワー全開の「大運動会」を実施しました。今年
度、子どもたちが掲げたスローガンは『あきらめるな最
後まで、つかめ勝利の光』。子どもた
ちは汗だくになって走り・踊り・声を
振り絞り、最後まで全力を出しきって、
満足感と充実感に溢れる運動会となり
ました。
当日は、保護者に加えて、老人会や
地域の方々も総出の、まさに校区をあ
げての一大イベントでした。
◎みなさんは「赤米

あかごめ

」をご存じでしょ
うか？赤米は米の原種の一つで、赤飯
のルーツともいわれるものです。地元

の岩原赤米生産グループのみなさんと一緒に、本校の５
年生12名が、赤米の稲刈りを行いました。
古代の衣装「貫頭衣

かんとうい

」をまとい、自分で作った半月形
の石包丁で稲穂を一つひとつ丁寧に摘み取るのです。ま
た、足踏み式の脱穀機による脱穀も行い、絶対に他では
できない貴重な体験の場となっています。
６月初旬の田植えにはじまり、稲の生産についての調
べ学習や収穫後の加工など、食物生産の一連の学習を、
地元生産者のご協力のもと体験とともにすすめています。

このように、本校で
は子どもたちを中心に
保護者や地域の方々と
学校とが連携・協力し、
「やさしく・かしこく・
つよく」の米野っ子を
育てるべく、日々の教
育活動に頑張っていま
す。

山
鹿
市
に
期
待
す
る
も
の

池
田
忠
行
さ
ん

（
鹿
北
町
四
丁
）

新
山
鹿
市
が
誕
生
し
て
７
ヶ
月
に
な

る
が
、
山
鹿
市
民
と
し
て
の
認
識
が
う

す
い
。
私
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。

先
日
か
ら
、
定
例
議
会
一
般
質
問
の

録
音
が
オ
フ
ト
ー
ク
か
ら
放
送
さ
れ
た
。

３
月
は
な
か
っ
た
が
、
６
月
は
聞
く
こ

と
が
出
来
て
誰
も
が
関
心
持
っ
た
こ
と

と
思
う
。
市
民
誰
も
が
関
心
を
持
っ
て

お
り
、
議
会
だ
よ
り
は
多
く
の
人
が
聞

き
い
っ
た
と
思
う
。
自
分
た
ち
の
選
出

し
た
市
議
で
あ
れ
ば
尚
更
だ
。

６
万
人
の
住
む
山
鹿
市
を
一
巡
し
て

み
た
く
な
っ
て
き
た
。「
温
故
知
新
」
１

市
４
町
知
ら
な
い
所
が
多
く
、
い
い
所

を
見
と
ど
け
た
い
と
思
う
。
そ
の
時
は
、

「
ふ
る
さ
と
の
味
」
め
ぐ
り
も
し
て
み
た

い
。
自
然
の
豊
か
な
山
鹿
市
、
水
も
名

水
、
空
気
も
き
れ
い
。

「
山
鹿
市
は
ど
こ
で
す
か
？
」「
後
何

キ
ロ
で
す
」
と
案
内
し
て
い
た
が
、
そ

れ
も
い
ら
な
く
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

私
が
一
番
欲
し
い
も
の
は
、
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
を
持
っ
た
「
文
化
会
館
」
で

す
。
今
ま
で
ど
の
町
に
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
照
明
・
音
響
効
果
等
の
設
備

な
く
し
て
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
盛
り
上

が
り
ま
せ
ん
。
小
・
中
学
生
の
み
な
ら

ず
多
く
の
人
に
期
待
さ
れ
る
の
で
は
と

思
い
ま
す
。
植
木
町
に
は
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
吹
奏
楽
も
植
木

町
ま
で
行
か
な
く
て
も
山
鹿
市
で
と
考

え
ま
す
。「
吹
奏
楽
」
も
「
コ
ー
ラ
ス
」

も
山
鹿
市
で
披
露
し
て
欲
し
い
も
の
で

す
。
中
央
か
ら
の
招
致
も
出
来
る
機
会

投
稿

「
事
変
西
南
之
役
」

（
西
南
の
役
山
鹿
口
資
料
集
）

西
南
の
役
山
鹿
口
戦
蹟
顕
彰
会

現
代
人
に
は
判
読
が
難
し
い
と
さ
れ

て
い
た
「
事
変
西
南
之
役
」
を
解
読
し

原
文
と
現
代
文
の
対
訳
式
で
編
集
、
さ

ら
に
人
名
索
引
を
付
け
る
な
ど
し
て
後

世
に
語
り
継
い
で
い
く
た
め
の
貴
重
な

３
冊
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

印
刷
制
作
実
費
七
千
百
円
で
す
が
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て

頂
き
た
い
の
で
、
限
定
三
百
部
（
全
３

冊
セ
ッ
ト
）
を
特
価
と
し
て
五
千
円
で

販
売
い
た
し
ま
す
。

申
し
込
が
三
百
部
に
達
し
た
時
点
で

締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先u

〒
８
６
１
｜
０
５
４
１

山
鹿
市
鍋
田
２
０
８
５

西
南
の
役
山
鹿
口
戦
蹟
顕
彰
会
事
務
局

（
山
鹿
市
立
博
物
館
内
）

1
43
‐
１
１
４
５

照
会
先u

轟
木
1
43
‐
６
０
２
１

小
南
1
44
‐
２
４
５
４

投
稿

投
稿

「
里
の
秋
」

麻
生
美
恵
子
さ
ん

（
山
鹿
市
山
鹿
）

「
静
か
な
静
か
な
里
の
秋
…
」

（
童
謡
「
里
の
秋
」
よ
り
）

晴
れ
わ
た
っ
た
空
の
小
さ
な
雲
に
も

肌
に
心
地
よ
い
風
に
も
秋
を
感
じ
る
こ

ろ
と
な
り
ま
し
た
。
昨
秋
「
茶
の
間
」

と
い
う
月
刊
誌
10
号
で
「
里
の
秋
」
と

い
う
文
に
出
会
い
ま
し
た
。

「
敗
戦
」「
引
き
揚
げ
」
が
生
ん
だ

と
い
え
る
童
謡
「
里
の
秋
」
の
薄
れ
行

く
戦
争
の
記
憶
を
引
き
ず
り
な
が
ら
60

年
経
っ
た
今
も
多
く
の
人
々
に
歌
い
継

が
れ
て
い
ま
す
。

人
の
心
を
打
つ
童
謡
が
歌
い
継
が
れ

る
一
つ
の
歌
が
生
ま
れ
る
に
は
色
々
な

生
み
の
苦
し
み
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

私
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
光
顕
寺

の
仏
教
婦
人
会
で
は
、
坊
守
さ
ま
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
平
成
15
年
１
月
よ

り
毎
月
１
回
服
部
加
代
先
生
の
ご
指
導

で
「
仏
歌
・
童
謡
を
歌
う
会
」
が
あ
り

ま
す
。
住
職
さ
ま
か
ら
は
「
青
蓮
華
の

会
」
と
い
う
立
派
な
会
名
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

年
を
重
ね
て
歌
ふ
楽
し
さ
を
知
り
ま

し
た
。
シ
ワ
は
よ
っ
て
も
大
き
な
声
を

張
り
上
げ
て
懸
命
に
歌
っ
て
お
り
ま

す
。「
里
の
秋
」
も
歌
い
ま
す
。
読
書

に
よ
り
一
つ
の
歌
の
で
き
る
ま
で
の
苦

し
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
心
を
込

め
て
歌
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

も
増
え
、
そ
し
て
そ
れ
は
、
経
済
効
果

に
直
結
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

先
日
の
中
学
生
の
野
球
大
会
で
は
、

選
手
・
保
護
者
が
宿
泊
し
、
そ
の
経
済

効
果
は
何
千
万
円
で
は
な
い
か
と
の
記

事
が
あ
り
ま
し
た
。「
文
化
会
館
」
の
建

設
は
、
是
非
実
現
し
て
欲
し
い
も
の
で

す
。
そ
し
て
、
山
鹿
市
発
展
の
起
爆
剤

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

投
稿

視
覚
障
害
者
に
便
利
な
日
常
生
活

用
具
を
展
示
し
て
い
ま
す

山
鹿
市
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

11
月
12
日
g
に
行
わ
れ
ま
す
「
山
鹿

市
健
康
福
祉
ま
つ
り
」
で
熊
本
県
立
盲

学
校
の
協
力
で
目
の
不
自
由
な
人
に
も

便
利
に
使
用
で
き
る
日
常
生
活
用
具

（
拡
大
読
書
機
・
音
声
時
計
等
）
を
展
示

し
ま
す
。
ま
た
視
覚
障
害
に
対
す
る
生

活
相
談
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
ア
タ
ッ
ク
!!

山
鹿
ジ
ュ
ニ
ア

私
た
ち
「
山
鹿
ジ
ュ
ニ
ア
」
は
現
在

６
年
生
２
名
、
４
年
生
４
名
の
計
６
名

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
み
た
い
け
ど

ど
う
や
っ
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
人
、
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
チ

ー
ム
が
山
鹿
に
も
あ
り
ま
す
よ
。

ア
タ
ッ
ク
No
１
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

を
見
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
み
た

い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
る
女
の
子
！
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
が
大
好
き
な
女
の
子
！
私
た

ち
と
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
ま
せ

ん
か
？
ぜ
ひ
待
っ
て
ま
す
。

練
習
日u

月
・
水
曜
日午

後
７
時
〜
９
時

土
曜
日
　
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鶴
城
中
学
校
体
育
館

…
小
森
田
　
1
44
‐
５
５
２
９

投
稿

問
合
せ
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案内板案内板
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1111 月月

恩給欠格者、引揚者の皆様へ
独立行政法人平和祈念事業特別基金では、次の方々に内閣
総理大臣名の書状等を贈呈しています。
対象者u
・旧軍人等で恩給等を受けていない恩給欠格者の方
・終戦に伴い本邦以外の地域から引き揚げてこられた方
※請求書類は、本庁福祉課および各総合支所市民福　
祉課配布
…独立行政法人平和祈念事業特別基金　
1０１２０‐２３４‐９３３　

問合せ

山鹿市成人式の
アトラクション募集

平成18年１月９日-に開催される成人式において、新成人
の方で当日アトラクションをしていただける方を募集しま
す。内容については、検討させていただきますが、成人式
に相応しい内容でお願いします。
また、新成人の家族の方なども、当日会場にご来場くださ
い。

…社会教育課　1４３‐１６５１　問合せ

山鹿市中央公民館図書室
臨時休館のお知らせ

図書の特別整理を行うため、次の期間図書室を臨時
休館します。
ご協力をよろしくお願いします。
休館期間u１２月１日e～７日d

…山鹿分室教育課　1４３‐１３７２　問合せ

おお
知知
らら
せせ

今
月
の
市
税
・
国
保
税
の
納
期

11
月
30
日
d
は
国
民
健
康
保
険
税
８

期
の
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

日
時u

11
月
28
日
b
・
29
日
c

30
日
d

午
後
８
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

る
と
年
利
一
四
・
六
％
の
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
本
庁
税
務
課1

43
‐
１
１
４
４

夜
間
収
納
と
納
税
相
談
窓
口

問
合
せ

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全

額
が
所
得
税
・
市
民
税
等
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

平
成
17
年
分
の
所
得
の
申
告
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

社
会
保
険
庁
で
は
、
１
年
間
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
を
毎
年
11
月
（
年
の
途

中
加
入
者
に
は
翌
年
２
月
）
に
送
付
し

ま
す
の
で
、
必
ず
こ
の
証
明
書
か
領
収

書
を
申
告
時
に
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

…
熊
本
西
社
会
保
険
事
務
所

1
096
‐
353
‐
０
１
４
１

年
末
調
整
、
確
定
申
告
に
は
社

会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
！

問
合
せ

老
人
医
療
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
み
な
さ
ま
へ

一
ヶ
月
の
医
療
費
が
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
た
場
合
、
高
額
医
療
費
と
し

て
払
い
戻
し
を
ま
す
の
で
、
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

在
宅
ね
た
き
り
老
人
等
介
護

手
当
の
申
請
に
つ
い
て

次
の
q
〜
e
を
満
た
す
高
齢
者
等
を

平
成
17
年
10
月
１
日
ま
で
に
１
年
間
介

護
し
た
家
族
に
対
し
手
当
を
支
給
し
ま

す
。

q
山
鹿
市
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る

w
要
介
護
４
ま
た
は
要
介
護
５
（
平
成

16
年
10
月
２
日
〜
平
成
17
年
10
月
１

日
ま
で
継
続
し
て
い
る
こ
と
）

e
入
院
お
よ
び
入
所
の
期
間
が
平
成
16

年
10
月
２
日
〜
平
成
17
年
10
月
１
日

ま
で
の
間
で
通
算
90
日
以
内

支
給
額u

５
万
円

申
請
締
切
日u

11
月
15
日
c

…
山
鹿
総
合
支
所
い
き
が
い
推
進
課

1
43
‐
０
０
５
０

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
２

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
４

人
材
育
成
事
業
に
対
し
助
成

制
度
を
設
け
応
援
し
ま
す
！

【
山
鹿
市
人
材
育
成
事
業
補
助
金
】

対
象
事
業u

・
体
験
学
習
、
地
域
活
動
の
実
践
、
技

術
者
育
成

・
先
進
地
視
察
研
修

・
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
調
査
研
究
等

な
ど
指
導
者
の
育
成
や
資
質
の
向
上

の
た
め
の
人
材
育
成
事
業

対
象
者u

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
市
内
に
活
動
の
拠
点
を
有
す
る
団
体

・
市
内
に
通
勤
・
通
学
さ
れ
る
方
で
市

長
が
適
当
と
認
め
た
方

補
助
金
額u

一
人
10
万
円
（
限
度
額
）

一
団
体
30
万
円
（
限
度
額
）

補
助
率
２
分
の
１

※
団
体
＝
同
一
研
修
４
人
以
上

一般
一定以上所得者
（※１）

低所得2（※２）
低所得1（※３）

負担割合

１割

２割

１割
１割

外来（個人ごと）
12,000円

40,200円

8,000円
8,000円

外来＋入院（世帯単位）
40,200円

72,300円＋（医療費－361,500円）×１％
４回目以降40,200円

24,600円
15,000円

自己負担限度額

（※１）課税所得が145万円以上の人がいる世帯。ただし、
年収が夫婦2人世帯などで621万円未満、単身世帯で484
万円未満の人は、申請により「一般」世帯となります。

（※２）住民税非課税世帯
（※３）住民税非課税世帯で、所得が０円
の世帯。（例単身世帯で年金が65万円以下）

領
収
書
は
不
要
で
、
一
度
の
申
請
で

以
後
の
払
い
戻
し
も
行
い
ま
す
が
、
時

効
が
２
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
早

め
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

q
保
険
証

w
老
人
医
療
受
給
者
証

e
預
金
通
帳
（
郵
便
局
は
不
可
）

r
印
鑑
（
認
め
印
で
結
構
で
す
）

届
出
場
所u

本
庁
国
保
年
金
課
お
よ
び
各
総
合
支

所
国
保
年
金
係

…
本
庁
国
保
年
金
課

1
43
‐
１
５
２
７

問
合
せ

申
請
先
・
問
合
せ

11
月
11
日
f
〜
17
日
e
ま
で
「
税
を

考
え
る
週
間
」
で
す
。
国
民
生
活
に
深

い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
く
税
に
つ
い

て
、
考
え
て
い
た
だ
き
、
理
解
を
深
め

税
を
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

こ
の
期
間
中
、
次
の
場
所
に
小
・

中
・
高
校
生
の
作
文
や
書
道
な
ど
「
税

の
作
品
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で

是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

・
プ
ラ
ザ
フ
ァ
イ
ブ
「
四
季
の
広
場
」

・
道
の
駅
か
ほ
く
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

・
教
育
委
員
会
菊
鹿
分
室

・
鹿
本
生
涯
学
習
健
康
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

・
鹿
央
総
合
支
所

…
山
鹿
税
務
署1

44
‐
２
１
８
１

問
合
せ

催催
　　
しし

【
山
鹿
市
国
際
・
地
域
間
交
流
事
業
補

助
金
】

対
象
事
業u

教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
、

福
祉
等
の
活
動
に
よ
る
交
流
な
ど
自

然
や
歴
史
文
化
を
生
か
し
た
友
好
関

係
の
確
立
の
た
め
の
事
業

対
象
者u市

内
に
本
部
を
有
す
る
民
間
団
体

対
象
経
費u

（
訪
問
）
旅
費
・
宿
泊
費
・
交
流
会
等

（
受
入
れ
）
宿
泊
費
・
交
流
会
等

補
助
金
額u

一
団
体
30
万
円
（
限
度
額
）

補
助
率
２
分
の
１

…
企
画
振
興
課
　

1
43
‐
１
１
１
４
　

問
合
せ

山
鹿
の
文
化
や
歴
史
に
つ
い
て
学
び

ま
せ
ん
か
！
今
回
は
、
湧
き
水
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
、
水
環
境
や
健
康
・
暮
ら

し
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
ま
た
、
鹿
北

地
区
の
湧
き
水
を
現
地
観
察
し
ま
す
。

日
時u

11
月
23
日
-

午
後
12
時
半
受
付

午
後
５
時
終
了
予
定

場
所u

鹿
北
公
民
館

講
師u

田
中
浩
二
氏
（
電
波
高
専
教
授
）

古
江
研
也
氏
（
電
波
高
専
教
授
）

募
集
人
員u

50
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

湧
泉
巡
り
現
場
（
予
定
）u

荒
平
湧
水
・
枝
川
内
湧
水

妙
見
さ
ん
の
井
川
（
浦
方
）

…
文
化
課

（
山
鹿
市
立
博
物
館
内
）

1
43
‐
１
６
９
１
　

申
込
・
問
合
せ

募募
　　
集集

17
年
度
山
鹿
植
木
広
域
行
政
事
務

組
合
　
消
防
士
採
用
試
験

職
種u

消
防
士
（
高
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格u

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で

試
験
日u

12
月
11
日
a

試
験
会
場u

山
鹿
中
学
校

応
募
期
限u

11
月
１
日
c
〜
18
日
f

（
土
日
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
）

※
持
参
・
郵
送
（
18
日
消
印
有
効
）

ど
ち
ら
で
も
可

※
願
書
は
山
鹿
植
木
広
域
行
政
事
務

組
合
消
防
本
部
総
務
課
で
配
布
し

ま
す
。

…
山
鹿
植
木
広
域
行
政

事
務
組
合
消
防
本
部
総
務
課

1
43
‐
１
１
９
１
　

申
込
・
問
合
せ

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

受
講
者
募
集

対
象
者u

55
歳
以
上
65
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方

で
、
臨
時
的
も
し
く
は
短
期
的
就
業

を
含
め
雇
用
就
業
を
望
ま
れ
る
方

【
し
め
縄
講
習
会
】

日
程
お
よ
び
場
所u

q
11
月
17
日
e

菊
鹿
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館

w
11
月
30
日
d

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
ま
で
で
す
。

講
習
内
容u

し
め
縄
の
作
り
方

参
加
費u

無
料

募
集
人
数u

各
日
程
25
名
程
度

持
参
す
る
も
のu

筆
記
用
具
・
弁
当

忠
臣
蔵
通
検
定

忠
臣
蔵
通
の
方
ご
参
加
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

試
験
日u
12
月
18
日
a

午
前
10
時

試
験
会
場u
曹
同
州
洞
宗
　
日
輪
寺

受
験
資
格u

忠
臣
蔵
を
愛
す
る
方

受
験
料u

１
０，

０
０
０
円

定
員u

100
名

申
込
期
限u

11
月
30
日
d

（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

…
宮
川
葬
祭

1
43
‐
２
２
１
１
　

申
込
・
問
合
せ

市
指
定
介
護
用
品
（
紙
お
む
つ
、

尿
取
り
パ
ッ
ト
等
）
取
扱
い
事

業
者
の
募
集

市
（
旧
山
鹿
市
・
旧
鹿
本
町
地
域
を

除
く
）
で
は
、
要
介
護
４
・
５
で
在

宅
・
非
課
税
世
帯
を
対
象
に
介
護
用
品

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
旧
鹿
本
町

の
み
介
護
保
険
特
別
給
付
で
対
応
し
て

い
ま
す
）

方
法
に
つ
い
て
は
、
購
入
の
際
、
市

発
行
の
受
給
券
を
指
定
事
業
者
に
提
示

し
ま
す
。

全
市
制
度
拡
張
に
伴
い
介
護
用
品
取

扱
い
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

事
業
者
の
資
格u

山
鹿
市
内
に
店
舗
が
あ
り
、
介
護
用

品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
事
業
者

申
込
期
限u

11
月
25
日
f

※
介
護
用
品
と
は
、
紙
お
む
つ
・
尿
取

り
パ
ッ
ト
・
使
い
捨
て
手
袋
・
清
拭

剤
・
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
・
リ
ハ
ビ

リ
パ
ン
ツ
な
ど
で
す
。

※
旧
鹿
北
町
・
旧
菊
鹿
町
・
旧
鹿
央
町

で
す
で
に
指
定
を
受
け
て
い
る
事
業

所
は
、
今
回
の
申
込
は
不
要
で
す
。

…
本
庁
い
き
が
い
推
進
課

1
43
‐
０
０
５
２
　

申
込
・
問
合
せ

【
料
理
講
習
会
】

日
時
お
よ
び
場
所u

11
月
25
日
f

山
鹿
隣
保
館

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

講
習
内
容u

手
軽
に
で
き
る
中
華
料
理

参
加
費u

無
料

募
集
人
数u

25
名
程
度

持
参
す
る
も
のu

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

…
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
　
　
1
44
‐
１
８
５
０

問
合
せ

日
時u

11
月
25
日
f

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所u

菊
池
市
文
化
会
館

主
な
内
容u

研
究
発
表
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
実
習

生
産
物
製
品
お
よ
び
特
産
品
の
即

売
・
生
徒
作
品
の
展
示
と
実
演
・
専

門
学
科
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
鹿
本

農
業
高
校
山
鹿
灯
籠
踊
り
な
ど
）

…
県
立
鹿
本
商
工
高
等
学
校

1
46
‐
３
１
９
１

問
合
せ

と
も
び
き
塾

日
時u

11
月
11
日
f

午
後
２
時
開
演

場
所u

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

山
鹿
天
龍
会
館

テ
ー
マu

「
と
も
び
き
寄
席
」

講
師u

笑
福
亭
仁
智
師
匠

会
費u

500
円
（
お
預
か
り
し
、
葬
祭

支
援
費
に
し
ま
す
）

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

税
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

山
鹿
文
化
歴
史
講
演
会
と
湧
泉

巡
り
〜
鹿
北
を
中
心
に
〜

第
14
回
熊
本
県
高
等
学
校
産

業
教
育
フ
ェ
ア
ー
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木遊館ポイントカード
始めました！

木工体験１回ごとにスタンプ１個を押します。
スタンプが５個たまったら、木工体験（定番
メニュー）が１回無料となります。
この機会に、ご利用ください。

…木遊館
1３２‐２１５０

問合せ

山
鹿
商
工
会
議
所
設
立
50
周

年
記
念
講
演
会

日
時u

11
月
14
日
b

午
後
２
時
半
開
場

午
後
３
時
開
演

場
所u

八
千
代
座

演
題u

「
イ
ラ
ク
に
お
け
る

自
衛
隊
活
動
に
つ
い
て
」

講
師u

西
部
方
面
総
監
部
幕
僚
副
長

陸
将
補
　
番
匠
幸
一
郎
　
氏

…
山
鹿
商
工
会
議
所

1
43
‐
４
１
１
１

問
合
せ

地
域
再
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
山
鹿

日
時u

11
月
19
日
g

午
後
12
時
半
開
場

場
所u

八
千
代
座

テ
ー
マu

「
地
域
住
民
に
よ
る
自
ら
の

ま
ち
づ
く
り
」

講
師u

「
地
域
再
生
の
ト
ポ
ロ
ジ
ー
」

桃
知
利
男
氏

（
情
報
シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

「
地
域
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

参
議
院
議
員
　
岩
井
國
臣
氏

（
国
土
交
通
副
大
臣
）

対
象u
300
名
程
度

山
鹿
市
近
郊
在
住
（
参
加
費
無
料
）

…
山
鹿
市
管
工
事
業
共
同
組
合

1
43
‐
４
６
４
４

問
合
せ

秋
の
味
覚
を
取
り
そ
ろ
え
た
「
か
お

う
物
産
館
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

日
時u

11
月
３
日
-

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所u

か
お
う
物
産
館

催
し
内
容u

・
陶
芸
・
手
芸
等
の
展
示
販
売

・
沖
縄
楽
器
三
線
（
さ
ん
し
ん
）
や
ギ
タ

ー
演
奏

※
ご
来
場
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
新
米
の
つ

か
み
取
り
、
米
せ
ん
べ
い
、
豚
汁
の
振

る
舞
い
も
あ
り
ま
す
。（
先
着
で
す
）

…
鹿
央
総
合
支
所
産
業
振
興
課

1
36
‐
３
１
１
５

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時u

11
月
10
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u
青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
本
庁
商
工
振
興
課

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

消
費
生
活
相
談

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時u

11
月
９
日
D
・
22
日
c

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所u

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

…
本
庁
国
保
年
金
課

1
43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

社
会
保
険
出
張
相
談

相相
　　
談談

く
ま
も
と
お
話
の
交
流
会
in
山
鹿

谷
川
俊
太
郎
氏
（
詩
人
）
と
小
室
等

氏
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）
が

八
千
代
座
に
や
っ
て
来
る
！

日
時
・
場
所u

12
月
10
日
G
午
後
１
時
〜
４
時

八
千
代
座

11
日
a
午
前
10
時
〜
正
午

山
鹿
市
中
央
公
民
館

参
加
費u

両
日
参
加
　
１，

０
０
０
円

（
小
学
生
以
上
）

11
日
の
み
参
加
　
５
０
０
円

（
高
校
生
以
下
無
料
）

※
10
日
は
幼
児
入
場
不
可

※
当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん

内
容u10

日
　
詩
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
（
公
演
）
ほ
か

11
日
　
各
地
の
語
り
手
に
よ
る
お
は

な
し
会

年
代
ご
と
の
お
話
し
の
部
屋

…
実
行
委
員
会
　
角
田

1
44
‐
２
６
６
４

※
八
千
代
座
で
も
販
売
し
て
お
り
ま
す

八
千
代
座
友
の
会
1
44
‐
４
０
７
７

申
込
・
問
合
せ

心
配
ご
と
相
談

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

11
月
４
日
f

w
子
ど
も
生
活
相
談u

11
月
11
日
f

e
心
の
悩
み
相
談u

11
月
18
日
f

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

11
月
１
日
c

w
子
ど
も
生
活
相
談u

11
月
８
日
c

e
法
律
相
談u

11
月
15
日
c

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午
　
　
　

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

11
月
２
日
d

w
子
ど
も
生
活
相
談u

11
月
９
日
d

e
消
費
生
活
相
談u

11
月
16
日
d

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館
　
　
　

1
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

11
月
１
日
c

w
子
ど
も
生
活
相
談u

11
月
８
日
c

e
司
法
相
談u

11
月
15
日
c

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

11
月
２
日
d

w
子
ど
も
生
活
相
談u

11
月
９
日
d

e
警
察
相
談u

11
月
16
日
d

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
・
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

日
時u

11
月
12
日
G

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会
・

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

遺
族
の
悲
し
み
を
分
か
ち
合
う
会

日
時u

11
月
27
日
A

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

筆
記
用
具
、
メ
モ
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

心
の
幸
せ
創
り
教
室

か
お
う
物
産
館
ま
つ
り

秋
の
味
覚
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

入札結果の報告（9月分）

工事名 工事場所 落札業者 落札額
9/29
9/29
9/29
9/29
9/29
9/29
9/29
9/29
9/29
9/29
9/29

平成17年度三玉・八幡地区支線6－9号工事
平成17年度菊鹿東部1期地区第20号工事
平成17年度菊鹿東部1期地区第21号工事
平成17年度菊鹿東部1期地区第22号工事
平成17年度菊鹿東部1期地区第23号工事
平成17年度庄石渕地区石渕5工区工事
平成17年度庄石渕地区石渕6工区工事
平成17年度庄石渕地区石渕7工区工事
平成17年度合里・山内地区3工区工事
平成17年度庄・石渕地区中継ポンプ施設工事
平成17年度合里・山内地区中継ポンプ施設工事

山鹿市上吉田　　地内
山鹿市菊鹿町木野地内
山鹿市菊鹿町木野地内
山鹿市菊鹿町松尾地内
山鹿市菊鹿町松尾地内
山鹿市鹿本町石渕地内
山鹿市鹿本町石渕地内
山鹿市鹿本町石渕地内
山鹿市鹿央町霜野地内
山鹿市鹿本町庄　地内
山鹿市鹿央町合里・山内地内

2古田建設
2矢野造園土木
2鶴田建設工業
2成貢建設
2渡辺善建設
2牛島工務店
2古澤建設
1波多野建設
2隈部建設
開成工業1

熊本利水工業1

33,810,000
25,147,500
26,565,000
16,012,500
30,261,000
23,709,000
26,827,500
32,550,000
16,978,500
7,087,500
47,880,000

※落札価格500万円以上を掲載 …本庁総務課43ｰ1117

入札日

問合せ

11月
開催日 行　事　名 時間 料金

坂東玉三郎八千代座公演

大正琴琴泉会
久一カラオケ愛好会発表会
山鹿商工会議所50周年記念式典
八千代座大歌舞伎
ケイエス会第3回歌と踊りの祭典
地域再生フォーラムin山鹿
ライブ・ハウス「かみひこうき」
八千代座Live No.2
狂言教室
九州女性防火クラブ研修会

午後

午後
午後
午後
午後.夜間

日中
午後

午後

夜間
午後

有料

無料
無料
関係者
有料
無料
無料

有料

関係者
関係者

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

1日c

2日d

3日e

4日f

5日g

6日a

7日b

8日c

9日d

10日e

12日g

13日a

14日b

17日e

18日f

19日g

20日a

21日b

24日e

3日-

6日a

13日a

20日a

23日-

27日a

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時
11
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

うちだ内科医院／山鹿整形外科谷産婦人科医院
松尾医院／まえはら泌尿器科クリニック／
幸村医院
山鹿中央病院
平井藤岡医院／佐藤クリニック
大橋通クリニック／横手医院
中川医院／前原耳鼻咽喉科医院

k第２回絵画四人展
吉田茂喜・多田隈亮典・東原重則・江住昌藏作品展　
期間u11月１日c～15日cまで（最終日は15：00まで）

k鹿本町日本画教室小品展
江住昌藏さんが指導する10人の日本画約20展展示
期間u11月16日d～30日dまで（最終日は15：00まで）
※19日g臨時休業します

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k150年商家の中で今昔ものもの展
松村管子＝柿渋染・古布の洋服
宮崎昭子＝袋物・さげ物
渡辺伸子＝手さげかご
期間u11月18日fまで
Taverna蔓薔薇（日吉町） 1４３‐８９２０
時間u10：00～18：00（水曜定休）

k第31回山鹿市芸術文化祭　書道展
（併展　小・中学童展）
期間u11月５日G～７日Bまで
時間u10：00～18：00（ただし最終日は16：00）

山鹿市市民会館大ホール
＊お問い合せは赤星青汀まで 1４４‐６８８５

あやすぎ家造りネットワーク
住宅講演会

参加費無料、先着100人です。
日時u11月13日a 午後３時から
場所u天聴の蔵（山鹿市日吉町）
演目u「むかしといまをみらいにつなぐ家造り」
講師u設計士　松井郁夫氏

…あやすぎ家造りネットワーク
（幸の国木材工業内）1３２‐２１８５

申込・問合せ
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赤赤赤赤ちちちちゃゃゃゃんんんん とととと みみみみんんんんなななな のののの 健健健健康康康康情情情情報報報報
ご注意を

赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

日時u11月７日B 山鹿・菊鹿
日時u 14日B 山鹿・鹿北
日時u 21日B 山鹿・鹿本
日時u 28日B 山鹿・鹿央

鹿北・菊鹿・鹿本・鹿央は、13：30～15：30まで受付
山鹿のみ、13：20受付・13：30開始

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
場所u鹿　北→鹿北総合支所
場所u菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
場所u鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
場所u鹿　央→鹿央多目的研修センター

母子健康手帳交付乳幼児健診

集団予防接種

k山鹿健康福祉センター
＊３～４か月児健診（17年６月21日～17年７月20日生）
日時u11月１日C 13：30～14：30受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（17年３月生）
日時u11月15日C 13：30～14：30受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（16年３月生）
日時と対象u
11月17日E 山鹿q（山鹿・大道校区）
11月22日C 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

＊３歳児健診（14年７月生）
日時と対象u
11月18日F 山鹿q（山鹿・大道校区）
11月25日F 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k鹿本生涯学習・健康センターひだまり
＊乳児健診（17年３月・７月生）
日時u11月８日C 13：30～14：30受付
対象u鹿本・菊鹿
＊３歳児健診（14年７月・８月生）
日時u11月24日E 13：30～14：30受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u11月７日B／菊鹿、14日B／山鹿・鹿北、
21日B／鹿本、28日B／山鹿・鹿央
いずれも、９：30～11：00まで受付

場所u山鹿・菊鹿・鹿本・鹿央→母子健康手帳交付と同じ
鹿北→鹿北老人福祉センター

現在、麻しんおよび風しんの予防接種の対象年齢は１歳
～90か月（７歳半）未満となっていますが、その対象年齢
が平成18年４月１日から１歳～２歳未満となります。
したがって、現在２歳以上および来年３月末までに２歳
になるお子さんは平成18年４月１日から対象外になります。
まだ麻しん・風しんにかかっていない２歳から７歳半未満
のお子さんで、予防接種を希望される方で未接種の方は、
今年度中（平成18年３月31日まで）に受けておいてくださ
い。

【接種を受ける前に】
・接種の前に必ず母子手帳で接種履歴を確認しましょう。
もし、わからない場合はお住まいの地区の総合支所の保
健師までご連絡ください。
・麻しん・風しんの予防接種は、直接医療機関に受けに行
く個別接種になっています。その際、事前に医療機関に
電話申し込みが必要です。
・予防接種を受けるときは、母子手帳を必ず持参してくだ
さい。

麻しん・風しん予防接種が
変わります

11月から地区ごとの巡回バスで結核レントゲン検診が始
まります。事前に申し込みをされた方には受診票をお届け
していますが、申し込みはしていないけれど受診を希望す
る方は、お住まいの地区の総合支所の保健師までご連絡く
ださい。当日の受付も可能です。
なお、日時・場所等の詳細は、10月の回覧にてお知らせ
していますのでご覧ください。
※今年度から、この検診の対象が65歳以上に変更されまし
た。対象になる方は、年に１回は受診しましょう。ただ
し、咳や微熱が長引いたり、胸痛などの症状があり気に
なる方は、すみやかに医療機関で受診してください。

kポリオ（生後３～90か月児未満）
日時u11月２日D・16日D
日時u13：30～14：30受付（診察は14：00から）
場所と対象u

２日：山鹿健康福祉センター（山鹿・鹿北・鹿央）
16日：鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」

（鹿本・菊鹿）
kＢＣＧ（生後３～６か月児未満）
日時u11月９日D 13：30～14：30受付　診察14：00～
場所と対象u山鹿健康福祉センター（市内全地区）

お問い合わせは、各総合支所の保健師まで
山　鹿　1４３‐００５０　鹿　北　1３２‐３１１１
菊　鹿　1４８‐３１１１　鹿　本　1４６‐３１１２
鹿　央　1３６‐３１１４

結核レントゲン検診

献血にご協力ください

育児相談

問合せ

Vol.8

幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

寒い日はゆっくりお風呂に入る・・・という人は多いと思
います。
お風呂の効果には
・血行をよくする（冷え性改善）
・皮膚を清潔に保ち機能がよくなる
・肩、腰、関節などの緊張緩和
・疲労回復や新陳代謝の活性化でリラックス効果
といったものがあげられますが、入浴中の事故や発作など
で命を失う人もいます。そこで今回は安全に入浴効果を高
めるための入浴法についてお知らせします。
q浴室はどうしてますか？
浴室が寒いと風邪をひいたり、血圧が上がったりする
ので、風呂のふたをしばらく開けるか、シャワーなど
で温めてから入るようにしましょう。

w湯船につかる前は？

掛け湯をして体を温めましょう。急激な温度変化によ
る血圧上昇を防ぎます。

e湯船の温度とつかり方は？
37～38;くらいの少しぬるめのお湯にみぞおちまでつ
かり時々肩までつかるようにしましょう。熱いお湯に
肩までつかるのは、心臓にかなりの負担がかかり、血
圧が上昇し大変危険です。高齢者糖尿病の合併症など
で温度を感じにくくなっている方などは、十分温度確　
認をしてください。

r入浴時間は？
長時間の入浴は体の水分を奪い、血液をドロドロにし
てしまいます。湯船につかる時間は10分程度を限度と
し、入浴前後には1杯の水を飲む習慣をつけましょう。
入り方ひとつでよくも悪くもなる入浴です。自分の体調
にあった入浴をしましょう。

正しく知ろう　「入浴法」
～あなたの入浴間違ってませんか？～

基本検診　実施医療機関変更のお知らせ

事前に申し込みされていた方には、ご案内を10月に配布
していましたが、その実施医療機関（35か所）のうち、
松永整形外科リウマチ科が除かれ、全部で34か所での実
施に変更になりました。ご注意ください。

R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください
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阿部　大翔
ひろと

さん

（H15.10.26生れ）

来民（鹿本）

Qママからのメッセージ
お散歩大好き！お姉ちゃん
と仲良く遊んでね！

Qおじいちゃんおばあちゃ
んからのメッセージ
お友だちと仲良く元気に
遊んでください。じいちゃ
んばあちゃん毎日待ってい
ます。

芳川　慎
しん

さん

（H16.5.31生れ）

中（山鹿）

Qママからのメッセージ
仲良く元気に大きくなぁ
れ！

島田琉生
りゅうせい

さん（左）

（H14.7.2生れ）

光梨
ひかり

さん（右）

（H16.11.15生れ）

来民（鹿本）

場所と日時u

q菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
11月２日D ９：30～11：30／12：30～15：30

w鹿央多目的研修センター
11月11日F ９：30～11：30／12：30～16：00

eミスターマックス山鹿店
11月25日F

９：30～11：30／
12：30～16：00
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お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

９月

※９月中の届出受付分を掲載しています

◆およろこび◆
山　鹿
山　鹿 田中清輝さんQ古賀靖子さん

古川佳男さんQ中島　愛さん
中川弘毅さんQ高木麻樹さん

米　田 吉村優輔さんQ吉永真梨さん
八　幡 柿田貞治さんQ前田　薫さん
三　岳 中嶋　勉さんQ渡�香菜さん

稗嶋弘善さんQ吉岡嘉洋さん
大　道 竹下直宏さんQ中島多枝子さん

原　慎二さんQ潟端珠紀さん
木下智典さんQ合志和佳子さん
井島　晃さんQ上村絵梨さん

鹿　北
広　見 上原　剛さんQ永田めぐみさん

菊　鹿

六　郷 石川大輔さんQ稗島夕美子さん

鹿　本
来　民 �田礼一さんQ浦壁藍子さん

村上利治さんQ徳永晶子さん
稲　田 栗原伸作さんQ中川奈央さん

鹿　央

千　田 木村淳一さんQ富田美穂さん
米野岳 二子石直喜さんQ井出麻美さん

◆うぶごえ◆
山　鹿

山　鹿 坂田　星さん　植田優護さん
田中美月さん　田中　碧さん
杉原理斗さん

平小城 平川詩織さん
米　田 在原�妃乃さん　村井洋幸さん
三　玉 今井真菜さん　立山大智さん

広瀬愛紗さん　渕上海鳥さん　
大　道 宮脇勘太さん　中満亮生さん

富田有紅さん　住吉莉子さん
宮本藍叶さん　川� 蓮さん
松本匡史さん

鹿　北

岩　野 井上颯斗さん

菊　鹿

城　北 原口温人さん　澤田康平さん
耕　瑠菜さん

◆市◇民◆文◇芸◆

【
山
　
鹿
】

あ
じ
さ
い
短
歌
会

十
月
例
会

中
満
重
明
選

た
め
息
の
音
し
て
桐
の
一
葉
落
つ
生
れ
し
姿

の
空
蝉
せ

み

つ
け
し
ま
ま
　
　
　
　
関
　
ケ
イ
子
　

青
白
き
夏
の
終
り
の
朝
顔
は
は
か
な
く
小ち

さ

く
ほ
た
る
火
に
似
て
　
　
　
　
鹿
子
木
泰
子
　

稲
う
る
る
カ
ル
デ
ラ
の
郷
目
下

ま
な
し
た
に
久
住
お

ろ
し
の
風
に
親
し
む
　
　
　
　
山
口
　
信
博

山
鹿
俳
句
会

九
月
例
会

岩
岡
中
正
選

露
草
や
藍
の
雫
に
ふ
れ
て
見
る

森
川
　
幸
恵

露
草
の
醜
草
し
こ
ぐ
さ
と
し
て
手
を
や
か
す坂

田
　
貞
子
　

日
は
西
に
阿
蘇
高
原
の
大
花
野

中
原
美
智
子

山
鹿
川
柳
会

九
月
作
品

越
猪
百
笏
選

虎
視
眈
々
台
風
の
目
が
睨
む
先
　
　
　
　
　
　

荻
　
た
か
し

嫁
が
せ
て
ほ
つ
と
安
堵
の
帯
を
解
く

小
松
喜
美
代
　

渚
と
は
老
い
た
二
人
の
和
む
場
所相

川
　
柳
詩

山
鹿
短
歌
会

九
月
例
会

安
永
蕗
子
選
・
監
修

夕
川
の
茜
に
染
ま
る
淺
き
瀬
に
幼
な
と
流
す

さ
さ
舟
二
つ
　
　
　
　
　
　
　
皆
本
　
幸
子

栗
飯
を
好
み
し
姑は

は
の
七
回
忌
湯
気
の
向
ふ
に

遺
影
微
笑

ほ
ほ
え

む
　

上
妻
千
佐
子

夏
帽
子
た
だ
そ
れ
だ
け
で
旅
心
今
日
も
い
そ

い
そ
畑
の
草
取
る
　
　
　
　
　
後
藤
シ
キ
エ

合
同
肥
後
狂
句
会

九
月
例
会

立
山
連
峰
選
（
鹿
央
）

輪
に
な
っ
て
音
も
無
く
降
る
池
の
雨

高
木
　
畦
道

惜
し
い
こ
つ
頭
脳
は
左
遷
し
と
う
無
ァ

藤
本
　
白
扇

惜
し
い
こ
つ
匠
の
腕
の
眠
っ
と
る寺

本
凡
久
良

富
田
土
管
選
（
菊
鹿
）

輪
に
な
っ
て
音
も
無
く
降
る
池
の
雨

高
木
　
畦
道
　

こ
ら
い
か
ん
橋
ね
じ
曲
げ
る
天
下
り

富
田
　
亀
水

ト
ン
ト
ン
こ
こ
に
も
あ
っ
た
ア
ス
ベ
ス
ト

坂
田
　
土
常

【
鹿
　
北
】

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句

八
月
例
会

互
選

競
い
あ
い
津
軽
海
峡
越
ゆ
る
旗

播
摩
　
粋
明

い
い
湯
だ
な
馴
染
み
作
っ
て
帰
ら
し
た
　
　
　

飯
田
　
東
原

よ
か
う
る
い
命
貰
っ
た
里
の
芋

西
牟
田
端
水

鹿
北
短
歌
会

九
月
例
会

中
満
重
明
選
　

真
夜
中
の
暗
き
厨
は
面
白
し
電
気
ボ
タ
ル
が

其
処
こ
こ
光
る
　
　
　
　
　
　
深
牧
ミ
サ
キ

足
元
を
照
ら
す
満
月
見
上
ぐ
れ
ば
こ
こ
が
地

球
の
中
心
の
よ
う
　
　
　
　
　
北
原
　
チ
ヅ

や
う
や
く
に
燕
の
ひ
な
は
巣
立
ち
た
り
我
も

飛
ば
む
か
こ
こ
ろ
新
た
に
　
　
貞
熊
喜
美
子

【
菊
　
鹿
】

菊
鹿
短
歌
会

九
月
作
品

一
病
を
つ
ね
に
持
ち
つ
つ
暮
ら
す
身
に
時
雨

し

ぐ

る
る
今
日
の
景
い
や
寂
し
　
　
河
津
　
山
水
　

命
盡つ

き
し
蝉
地
に
落
ち
て
暑
か
り
し
一
夏
い
ち
げ

も

過
ぎ
て
寄
る
秋
の
風
　
　
　
　
坂
口
し
ず
み
　

手
入
れ
終
へ
し
布
団
晩
夏
の
陽
に
干
せ
り
わ

れ
に
来
向
ふ
冬
は
知
ら
ね
ど
　
中
原
ち
え
子

銀
河
俳
句
会

互
選

ち
ち
ろ
鳴
く
訣
れ
の
念
珠
握
り
し
む

酒
井
　
睦
美

播
き
直
す
菜
園
畑
や
秋
旱

村
上
　
綾
子

人
あ
ま
た
棚
田
を
囲
む
ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

内
古
閑
ひ
と
み

わ
さ
び
会
　
肥
後
狂
句

炊
き
割
っ
て
先
祖
の
苦
労
水
の
泡木

村
　
輪
子

ト
ン
ト
ン
孫
の
本
音
は
お
小
遣

岡
山
　
お
筆

ピ
ン
ピ
ン
竹
刀
取
っ
た
ら
鬼
剣
士小

野
三
ツ
葉

【
鹿
　
本
】

鹿
本
短
歌
会
　
九
月
例
会

野
か
ん
ぞ
う
め
ぐ
り
に
咲
か
せ
て
野
佛
の
ぼ
と
け
の
お

顔
ほ
ん
の
り
あ
で
や
か
に
見
ゆ

田
中
　
静
香
　

コ
ー
ラ
ス
に
歌
ひ
し
「
さ
と
う
き
び
ば
た
け
」

口
ず
さ
み
つ
つ
独
り
バ
ス
待
つ

立
山
　
孝
子

ひ
と
日
を
ば
煽あ
お
ら
れ
揺
ら
れ
し
さ
く
ら
樹
よ

台
風
は
去
る
ゆ
っ
く
り
眠
れ
　
戸
上
ノ
ブ
子

俳
句
教
室

九
月
例
会

互
選

台
風
の
去
り
た
る
空
の
深
く
な
り木

村
　
圭
吾

風
鈴
に
音
な
き
風
を
見
て
お
り
ぬ坂

本
　
文
子

爽
や
か
な
風
に
誘
は
れ
旅
心

福
島
　
幸
代

【
鹿
　
央
】

鹿
央
短
歌
会

九
月
作
品

裏
窓
に
吊
す
風
鈴
南
部
鉄
音
色
も
よ
く
て
旅

の
想
ひ
出
　
　
　
　
　
　
　
　
井
手
　
幸
子

そ
よ
風
に
軒
に
吊
せ
し
折
紙
の
金
魚
は
泳
ぎ

涼
を
感
ず
る
　
　

江
藤
　
い
し

蓮
の
葉
の
水
玉
風
に
ゆ
ら
れ
つ
つ
落
つ
る
こ

と
な
く
真
日
に
輝
く
　
　
　
　
立
山
　
〆
子

鹿　本

来　民 陶山未来さん　千田凌駕さん
永田充希さん　古江悠馬さん

稲　田 山将吾さん

鹿　央

米野岳 菊川孔己郎さん

◆おくやみ◆
山　鹿

山　鹿 田中義次さん(73) 宮�セイさん(90)
木庭俊雄さん(72) 内藤シヅエさん(88)
江上二女さん(76) 竹下明子さん(80)

川　辺 �� 明さん(77) 春木テルコさん(80)
大渕宗人さん(83)

八　幡 戸上ヤエ子さん(75) 鹿子木ヒロエさん(78)
宮本　繁さん(83) 池田松志さん(87)
相川義光さん(76)

三　岳 中島千代喜さん(89) 古江末喜さん(81)
友枝圭一さん(79) 富田光子さん(89)

米　田 立山セツ子さん(79) 坂梨　二さん(81)
三　玉 栗屋　強さん(94) 池田義孝さん(86)
大　道 渕上誠子さん(66) 稲土ツヨ子さん(81)

上妻マサコさん(82) 馬谷東市郎さん(0)

鹿　北

岳　間 弓掛タマキさん(93)
岩　野 野中清子さん(76)
広　見 虎口チヨコさん(86)

菊　鹿

六　郷 青木チエさん(89) 片山カツ子さん(69)
�丸　泉さん(77)

城　北 森田照夫さん(70) 中原アサ子さん(84)

鹿　本

来　民 豊田敏秋さん(77)
稲　田 冨田謙記さん(85) 栗原キク子さん(56)

大嶋チカさん(82) 芹川チヨコさん(83)
中　富 村上行則さん(92) 冨田ハツ子(94)

鹿　央

千　田 井村善藏さん(76) 松本チズエさん(89)


